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アセットアプレイザル通信  

 ３月１９日、地価公示が発表されまし

た。日本全体を見ると、 

・全国平均では、全用途平均、住宅地、

商業地はいずれも４年連続で上昇し、上

昇幅が拡大しました。 

・地方圏も同様で、全用途平均、住宅

地、商業地はいずれも４年連続で上昇し

ました。 

・全国の地価は、景気が緩やかに回復し

ている中、地域や用途により差があるも

のの、三大都市圏では上昇幅が拡大し、

地方圏でも上昇傾向が継続するなど、全

体として上昇基調が続いているとなって

います。 

 低金利環境の継続などにより、引き続

き住宅需要は堅調で、全体的に地価上昇が継

続しています。リゾート地・観光地では、外

国人向けの別荘・コンドミニアム需要や地元

の住宅需要などを背景に、引き続き高い上昇

となった地点がみられます。 

 商業地は、主要都市では店舗・ホテルなど

の需要が堅調で、オフィスについても空室率

の低下傾向や賃料の上昇傾向によって収益性

が向上していることなどから、地価上昇が継

続しています。 

 工業地は、好調なｅコマース市場による大

型物流施設用地等に対する需要を背景とし

て、引き続き高い上昇となった地点が見られ

ます。 

さて、静岡県はどうだったでしょうか。 

【全国の地価上昇率 上位３地点（住宅地）】 
① 北海道富良野市北の峰町             ６５,０００円／㎡（＋３１.３％） 

② 長野県北安曇郡白馬村大字北城字堰別レ      ２０,６００円／㎡（＋２９.６％） 

③ 沖縄県宮古島市上野字野原東方原         １３,３００円／㎡（＋２３.１％） 

リゾート地の地価が上昇しています。 

【全国の地価上昇率 上位３地点（商業地）】 
① 熊本県菊池郡大津町大字杉水           ４０,０００円／㎡（＋３３.３％） 

② 北海道千歳市上長都               １１,５００円／㎡（＋２７.８％） 

③ 千葉県習志野市茜浜３丁目           １６５,０００円／㎡（＋２２.２％）     

北海道・熊本・千葉が上位を占めています。 
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令和７年地価公示 （静岡県の動向） 

 静岡県内の地価は、住宅地は下落から横ばいに転じ、商業地と工業地

は上昇幅が拡大しました。 

 社会経済活動の正常化が進むなかで、住宅地は住環境や利便性の良い

地域、商業地は観光客でにぎわう地域や顧客の回遊性の高い地域、工業

地は高速道路インター等からのアクセスの良い地域を中心に需要が堅調

で、地価は上昇傾向となっています。 

静岡県内の住宅地の地価上昇率トップ３は、 

①静岡市葵区音羽町     ＋５.８％（２５５,０００円／㎡） 

②熱海市春日町       ＋４.８％（１０９,０００円／㎡） 

③静岡市葵区安東２丁目   ＋４.１％（２２９,０００円／㎡） 

４位は静岡市葵区西草深町、５位は静岡市葵区緑町でした。 

商業地の地価上昇率トップ３は、 

①熱海市銀座町      ＋１６.５％（２４０,０００円／㎡） 

②静岡市葵区鷹匠２丁目  ＋１１.４％（４４０,０００円／㎡） 

③静岡市葵区伝馬町     ＋９.９％（６７６,０００円／㎡） 

４位は浜松市中央区鍛冶町、５位は浜松市中央区板屋町でした。 

一方、地価の下落を見ると、 

住宅地の地価下落率ワースト３は、 

①沼津市口野        ▲４.３％（２４,５００円／㎡） 

②焼津市石津港町      ▲３.８％（２３,０００円／㎡） 

③焼津市浜当目２丁目    ▲３.６％（１６,２００円／㎡） 

③吉田町川尻        ▲３.６％（１３,５００円／㎡） 

となっており、災害リスクの高い沿海部や高齢化が進む過疎地域が多い

傾向が続いています。 

 

木村 満義 
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令和７年地価公示（静岡県の動向） 

 

商業地の地価下落率ワースト３は、 

①牧之原市波津       ▲２.７％（２８,６００円／㎡） 

②浜松市天竜区二俣町二俣  ▲２.４％（４０,０００円／㎡） 

③伊豆の国市大仁      ▲２.２％（７５,９００円／㎡） 

４位は静岡市清水区真砂町、５位は沼津市原町中３丁目でした。 

高齢化や過疎化が進行し、繁華性の低下が続いている地域が多くなっています。 

 

住宅地の県内最高地点は、 

駿河－２８ 駿河区曲金６丁目 ３５１,０００円／㎡（＋２.６％）で、昨年と同一地

点です。ちなみに、こちらは戸建住宅用地ではなく、マンション用地です。 

商業地の県内最高地点は、 

葵５－１ 静岡市葵区呉服町２丁目 １,４７０,０００円／㎡（＋２.１％）で、４３

年連続１位を保っています。 

一方、浜松の最高地点は、 

浜松中５－１ 浜松市中央区鍛冶町 ６３７,０００円／㎡（＋４.１％）で、昨年と同

一地点です。 

 

 各市町の地価を平均変動率で見てみると、上昇した市の上位は以下のとおりです。

住宅地：熱海市＋１.４％、長泉町＋１.１％、湖西市＋０.７％、静岡市＋０.６％。 

商業地：熱海市＋９.７％、長泉町＋２.０％、三島市＋１.５％、静岡市＋１.３％。 

 一方、下落の大きな市町は以下のとおりです。 

住宅地：東伊豆町▲２.１％、伊豆市▲１.８％、伊豆の国市▲１.７％ 

商業地：伊豆の国市▲２.１％、牧之原市▲１.８％、東伊豆町▲１.６％ 

 伊豆方面の地価の下落が大きくなっています。過疎化、高齢化、繁華性の低下等、

社会構造的な背景が大きいと思われます。 
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令和７年地価公示（工業地） 

工業地についても触れておきます。 

工業地の地価上昇率トップ３は、 

①浜松市浜名区新都田４丁目 ＋２.６％（３５,４００円／㎡） 

②浜松市中央区高丘西４丁目 ＋２.６％（５９,４００円／㎡） 

③浜松市中央区流通元町   ＋２.４％（５１,４００円／㎡） 

４位は浜松市浜名区中瀬、５位は静岡市葵区牧ヶ谷でした。 

工業の町、浜松が上位を占めています。内陸型工業団地やインターチェンジ周辺が上位を

占めています。 

工業地の地価下落率トップ３は、 

①静岡市駿河区用宗１丁目 ±０.０％（４３,７００円／㎡） 

②静岡市清水区庵原町   ±０.０％（９２,０００円／㎡） 

③静岡市清水区興津中町  ±０.０％（４７,２００円／㎡） 

以下、±０.０％の地点が多数ありました。言い方を変えると、下落している地点はないと

も言えます。工業地の地価は総じて安定的に推移し、場所によっては強含みで推移してい

るといえます。 

【物価】 

 米の流通が滞り、米価が上昇しています。どこかで止まっているという意見もありま

すが、本当に無いのではないかとの見方もあります。食糧の自給は、長期的な視点で、

早急に対策を講じる必要があると思います。 

 

【静岡県の地価】 

 静岡県の地価について、もうひとつ補足を。 

 住宅地の地価水準は、昭和６２年を１００とすると、バブルのピーク時は１６７.４、

令和７年は８０.５だそうです。つまり、バブルの時と比べて地価水準は半値ということ

になります。一方、商業地は、バブルのピーク時で１９０.４、令和６年は４７.５で、地

価水準は４分の１ということになります。こうしてみると、株価に劣らず、地価の変動

も大きいことが判ります。 

（木村） 

編集後記 


